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左脳と右脳を鍛える 復習の徹底

Al時代に重要な右脳の働き

(1) 左脳と右脳を鍛える
諸説ありますが人間の脳は左脳と右脳に分かれていて、それぞれ働

きが異なると言われています。
左脳は読み・書き・計算など、言語・文字の認識や、数理的推理、論

理的思考などを担当し、 「ものごとを細かく分けることが得意である」と
一般的に言われています。

それに対して右脳は、図形や映像の認識、イメー ジ、直感やひらめき
などを司ると言われています。 「芸術脳」と呼ばれることもあり、もののデ
ザイン・物語を創り上げること・感惰的に人と共感することに使われま
す。左脳とは逆に 「ものごとを全体的に見渡すこと」や 「ものごとを統合
すること」を得意としています。

(2) 時代の変化
技術の変化によって、世の中は大きく変化してきましたし、今後も変

化していくことが予想されます。
産業革命による機械化で、農場や工場での大量生産が可能となり、

人類は物質的には恵まれることとなりました。その際に重要視されてい
たのは、強靭な身体と不屈の精神でした 。

その後、コンピュー ターやインターネットの発達により、世の中は 「エ
業の時代」から 「 情報の時代」へと変化していきます。工業の中心で
あった 「モノ」から、 「情報や知識」が先進固の経済を引っ張っていく中

問題解決における左脳と右脳の使い方

(l)情報収集の段階（右脳中心）
何か問題を解決する際、まずは 「何となくこれが問題である」と気づ

くことから始まるものです。もちろん最初から何か数理的なデ ー タが
示されることもありますが、 「まずは今までの経験・勘から、何かがおか
しい」と気づくことが多く、その際には右脳が大きな働きをします。問題
意識を元に、情報の収集や仮説づくりなどの作業が行われます。

(2) 分析・検討の段階（左脳中心）
次の段階ではインプットした情報に基づい て、問題点を特定して

解決策を考えていきます。仮説が正しいかどうかを検証を検証したり、
場合によっては複数の解決策を作成することもあります。そのような
過程においては検討・分析を得意とする左脳が主に活躍します。

本校での教育活動

(l)左脳を鍛えるには
大学入試に対応するために、主要五教科を学習することで、左脳の

活動分野である知識や数的処理に関する土台をつくることができま
す。同時に自分で 「計画⇒実行⇒反省⇒計画⇒実行・・・」と自己分析を
していく過程で問題解決能力を身に着けることもできるでしょう。

「インターネットでいくらでも知識を探すことはできるのだから、知識
を身に酋けても無駄だ 。」という意見がありますが、それは全くの間違い
です。もちろん知識よりも 「知識の運用」が今後重要になってきますが、
ある程度の知識がないと、何もできません 。例えば、難しい大学入試の
数学の問題を解くとした場合、知識がないとインターネットを駆使して
も解けないのと同じです。

［ 左脳を鍛える {P4~14)

》五教科教育活動
●大学入試に対応する学力自体の育成
●学力を伸ばす過程において 「計画⇒実行⇒反省」を繰り返す

》伸ばしたい力
●言語能力 ●数理的推測力 ●論理的思考能力

心となったのです。そして現在では人件費などの面から、東南アジアな
どの新興国にものづくりだけでなくIT関連の仕事も移りつつあり、更に
2050年頃にはアフリカ諸国へ移っていくことが予想されています。

(3)AI時代に求められる力とは
そして、次なるステ ージである 「AI の時代」へと現代社会は移行して

います。世の中が益々便利になる反面、 「AI失業」という言葉が登場し
てくるほど、AIとロボットが人間の仕事を奪ってしまうと言われていま
す。そのような仕事は主に、数理的推理や論理的思考を必要とする、つ
まり 「左脳を使う仕事」と言い換えることができます。AIが発達する時
代には、 「AIが苦手な分野」の仕事をすることが重要です。 「AIが苦手
な分野」とは、①創造力を必要とすること、②思いやりの心を持つこと、
③マネジメント（組織の維持•発展を図る）すること、などで、これらは
「右脳を使う仕事」と言うことができます。

大量生産により同じようなものが溢れ、様々な仕事が新輿国に流れ、
AI によって人間の仕事がコンピュー ター に取って変わられる 。そのよ
うな時代に重要となる力は、 「『機能やコスト』だけではなく『デザイン・付
加価値・コンセプト』をいかに表現できるか」、つまり 「理屈だけでなく、
人の感俯に聾かせる力」であると予想されます。

もちろん右脳の働きだけが重要と言うわけではなく、以下のように何か
問題を解決するには左脳と右脳をバランス良く使うことが重要になります。

(3) 決定・実行の段階（右脳中心）
前の段階で検証された様々な情報を元に、組織内でコミュニケ ー

ションを取りながら、意思決定をします。複数の解決策が提案された
場合は、どの案を採用するのかを決定していきます。

その際は単なる数字やデー タだけが重視されるのではありません 。
議論をしていて 「理屈は分かるけど、なんとなく納得がいかない」などと
いうことはよくあることです。意思決定の際に、感偕や人間関係に左右
されることもあり、説得するには右脳が重要な働きをします。

また、(1)~(3)の過程においては、 「左脳だけ」や 「右脳だけ」を使う
のではなく、同時に両方を使う場合もあります。

(2) 右脳を鍛えるには
右脳を鍛えるには、1)答えの決まっていないことを議論する、2)仲

間と協力して目標を達成する、3)馴染みのないものごとに触れる、など
様々な方法があります。

本校では、総合学習・進路学習・クラブ活動等を通じて、今後益々重
要になる「右脳を鍛えること」を意識してもらいたいと考えています。大
学進学に向けた学習で 「左脳を鍛える」ことも重要ですが、バランスよく
「左脳も右脳も鍛える」ことで、生徒一人ひとりが 「末永く求められる人
材」となることを願っています。

［ 右脳を鍛える (Pl 5~21)

》特色教育活動
●総合的な探究の時間 ●進路学習・高大連携プログラム
● クラブ活動・行事 ● 技能4科（体育・芸術・情報・家庭）

》伸ばしたい力
●創造力 ● コミュニケー ション能力 ●マネジメントカ

復習の重要性

どの教科においても、成綬を伸ばすために 一番重要なのは復習です。人

間の脳は容量を節約するため、必要のないことをどんどん忘れていくよう

にできています。右の 「エビングヽウスの忘却曲線」によると、単純な記憶の場

合、翌日には70%以上忘れてしまうのです。そこで学習の際には、すぐに

忘れてしまう単純な記憶である短期記憶から、一定のつながりを持ち、半

永久的に保持される長期記憶へと落とし込む必要があります。重要なの

は、完全に忘れてしまう前に復習をすることです。先ほどの忘却曲線でも、

期間をあけずに復習することによって、学習内容を忘れてしまうことを避け

られることが示されています。さらに復習の回数を 多くこなしていくことで、

学習した内容を100%記憶できるようになっていくのです。

定期試験の活用

高校であればどこでも定期試験があり、生徒の学習到達度を確認して

います。これによっ て成績がつけられ、推薦基準等にも影響してくるので、

とにかく定期試験で得点するために勉強している高校生は多いでしょう 。

しかし本校では、大学入試に対応できる実力をつけることを最終目標と

しており、定期試験もそのための一つの手段にすぎません 。

先述の通り、記憶の定着には復習が必要であり、復習の回数を確保

することが重要です。そこで本校では、 定期試験を復習の回数確保に

活用しています。

まず英・数・国の主要教科においては、定期試験までの中間地点で

学習内容の復習テストを実施します。これは、試験期間までに時間が空く

ことで、個々の復習がおろそかになることを防ぐためです。

次に定期試験です。定期試験自体は、それまでの学習内容の確認を

するという意味で一般的なものですが、本校の定期試験は受け終わった

後こそが本番です。各教科の定期試験の冊子自体がすでに復習用に出

来上がっ ています。生徒が間 違ったところ、理解の曖昧なところ、さらに

応用的な問題につなげるためのポイントなどを徹底的に復習させます。

通常授業
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《エビングハウスの忘却曲線》
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模試の復習

模擬試験は、受験するけれども受けっぱなしで、結果だけを見て終わりという学校がほとんどです。しかし、模試も受けた後の復習こそ

重要と本校では考えています。

模試は定期試験に比べて範囲が広く、分野横断型の応用問題が出題されます。教科書の別々の部分で扱った内容を関連させて解く必要

があり、定期テストとは違った頭の使い方をします。そのため各自で復習することは難しいのですが、教科担当が授業で復習冊子を用意し、

それを活用することで徹底的に復習を行います。さらにその一部を定期試験に出題することで、応用的な問題の解法を定着させていきます。
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